
社団法人　三原青年会議所新聞（毎月1回20日発行） No.249 1998年 7月20日No.249 1998年 7月20日社団法人　三原青年会議所新聞（毎月1回20日発行）

2 3

Ｓ

グ

ル

ー

プ

赤

谷

木

材

!

う
ま
い
酒

旭
　
菊
　
水

ス
ナ
ッ
ク

石

　

垣

糸

崎

木

材

!

お
好
み
焼

い
　
ろ
　
は

@

上
田
製
版
印
刷
所

!

上
野
建
材
セ
ン
タ
ー

宇
野
税
理
士
事
務
所

!
エ
ヌ
ワ
イ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

桜

南

食

品
!

大

東

印

刷
!

大
成
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

!

オ

ギ

ロ

パ

ン

医
療
法
人
社
団

越

智

眼

科

尾
道
三
菱
自
動
車
販
売
!

親
切
ギ
フ
ト

か

つ

は

ら

!

勝

村

商

店

レ
ス
ト
ラ
ン

か
ね
し
ょ
う

金

永

保

険

事

務

所

か

も

め

し

ん

き

ん

関

西

薬

品

!

ス

ナ

ッ

ク

ギ

　

フ

　

ト

共

栄

商

事

@

京
覧
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

共

和

設

計

事

務

所

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
機
材
!

芸
備
燃
料
市
内
４
Ｓ
・
Ｓ

（医）
仁
康
会

小

泉

病

院

河

城

石

材

店

!

コ

グ

マ

ヤ

!
コ
ニ
シ

福
山
営
業
所

!

コ

パ

ッ

ク

ス

ス
タ
ン
ド
ク
ラ
ブ
コ
ン
ト
・
パ
ー
ト
Ⅱ

崎

本

建

設

!

@

さ
こ
だ
モ
ー
タ
ー
ス

!
サ

ツ

キ

工

業

三

基

工

業

!

山

陽

建

設

!

山

陽

製

粉

!

!

シ

ゲ

モ

リ

本

店

@
シ
　
　
ー
　
　
ズ

柴

原

電

機

!

!

住

　

　

　

　

創

順

勝

寺

私
立
幼
稚
園

昭
　
和
　
園

!

鈴

　

木

瀬

戸

内

不

動

産

@

ソ
ナ
リ
ア
＆
ベ
ッ
ド
館

第

一

生

命

保

険

（相）

@
大
日
ヘ
ル
ス
シ
ョ
ッ
プ

ダ

イ

ヤ

石

油

!

@
タ
コ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

@

多

田

電

気

工

事

!

田
中
組
三
原
支
店

!

タ
　
ニ
　
グ
　
チ

@

中

央

地

所

中
国
建
機
!

本
郷
支
店

つ

ぼ

み

く
し
焼
き
　
　

狄

!

赤

石

硝

子

建

材

浅
田
公
認
会
計
士
事
務
所

居
酒
屋

あ

や

か

井

藤

カ

ヤ

ク
!

服

地

の

今

井

@
イ
ン
テ
リ
ア
・
サ
カ
イ

上

田

鉄

工
!

!

ウ

　

ツ

　

ミ

N
R
K
保
険
事
務
所
@

@

エ

　

ル

　

サ

大

下

建

設

!

や
き
肉
　
　
　

鳳
　

岡
本
電
機
!
三
原
営
業
所

奥

延

食

品

!

小
野
税
理
士
事
務
所

@

笠

下

工

務

店

勝

原

不

動

産

勝

村

木

材

!

@

カ

ネ

ダ

薬

品

亀
　
井
　
鉄
　
工
!

関

西

通

商

!

完

山

商

店

キ

ャ

メ

ル

!

キ

ヨ

ー

デ

ン

共

立

電

機

産

業

!

熊

田

ガ

ラ

ス

!

グ

ラ

ン

カ

フ

ェ

藝

陽

日

日

新

聞

社

広

愛

産

業

!

（医）

里
仁
会

興
生
総
合
病
院

小

島

洋

紙

!

@

小

西

豆

腐

店

（合）
小

松

家

具

店

!

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

作

田

洋

紙

!

佐

竹

工

業

!

!

澤

井

製

作

所

中
国
新
聞
広
告
代
理
店
三
洋
企
画

山
陽
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
!

三
　
　
　
　
　
　
和
!

!

シ
ス
テ
ム
イ
ン
国
際

柴

田

産

婦

人

科

!

正

田

文

華

堂

新

宅

建

設

!

砂

田

歯

科

医

院

!

セ

　

イ

　

ム

第

一

歯

科

医

院

!

大

　

建

　

組

ダ

イ

フ

ク

興

産
!

@
高
山
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

ダ
ス
キ
ン
レ
ン
ト
オ
ー
ル
尾
道
Ｓ
・
Ｓ

田

中

運

輸

!

田

辺

製

麸

工

場

千

　

　

　

晃

!

!
中
国
新
聞
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

リ
カ
ー
ラ
ン
ド

つ

き

や

ま

@
鶴
田
電
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

!

天

満

屋

三

原

店

@

土
　
居
　
写
　
場

@

童

　

　

　

　

夢

@

徳

永

興

行

@

豊
　
　
　
　
　
建

@

中
　
川
　
書
　
店

!
中
野
モ
ー
タ
ー
ス

中

村

電

工

!

!

ナ

ン

バ

洋

服

店

ぎ
ゃ
ら
り
い

は
　
　
ぎ

ホ
ビ
ー
シ
ョ
ッ
プ

ハ
　
タ
　
イ

!

原

ア

ル

ミ

建

材

半

さ

ん

平

木

鶏

卵

@

お

茶

の

平

野

園

広
島
県
東
部
鮮
魚
冷
凍
魚
事
業
（協）

@
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
ー
ス
ト

!

富
　
　
久
　
　
屋

@

藤
　
井
　
鋼
　
産

富

士

金

属

工

業
!

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ

ふ
じ
も
と

ス
ナ
ッ
ク

ベ
　
テ
　
ィ

@

本
田
石
材
工
業

マ
イ
エ
ッ
グ
・
ヤ
マ
ナ

益

谷

建

設

!

松
尾
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

ビ
ジ
ネ
ス
旅
館
　
松
　
　
　
野

ジ
ュ
エ
リ
ー
サ
ロ
ン

ま

つ

ば

!
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ブ
レ
イ
ン
ズ

浜
田
市

@
ま
る
さ
運
送

お
し
ゃ
れ
サ
ロ
ン
　
マ
ル
ゼ
ン

!

ミ

ッ

キ

ー

堂

ミ

ナ

ミ

ゴ

ル

フ

@

!

三
原
給
食
セ
ン
タ
ー

三

原

金

融

協

会

!

三
原
国
際
ホ
テ
ル

三

原

重

量

@

!

ミ
ハ
ラ
ス
ー
パ
ー

@
三
原
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

三

原

塗

装
!

三

原

本

町

霊

園

@

三

宅

塗

装

工

業

宗
廣
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

盛

影

塗

装

!

ヤ

ス

ミ

チ

美

容

室

吉
井
ビ
ジ
ュ
ア
ー
ト
@

よ

し

な

が

夜
船
司
法
書
士
事
務
所

読
売
新
聞
三
原
東
Ｉ
・
Ｃ

ラ

ウ

ン

ジ

　

O

B

理

研

設

計

!

ロ
ー
ソ
ン
三
原
臥
竜
橋
店

買
・
売
・
質

わ
　
た
　
べ

@

東

亜

不

動

産

@

と

き

わ

薬

局

富
野
機
工
!
三
原
営
業
所

と

り

ご

え

食

品

!

!
鳥

　

　

　

徳

中
川
広
告
（
中
川
の
義
さ
ん
）

ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス

中
原
洋
服
店

中

間

醸

造

!

難

波

産

婦

人

科

皆
実
町

@
灰
谷
鉄
工
所

!

博

　

善

　

社

@

花
　
岡
　
商
　
会

@

ハ

リ

カ

三

原

店

桧
山
幸
三
税
理
士
事
務
所

ス
タ
ン
ド

ひ
　
ら
　
た

広
　
川
　
産
　
業
!

広

島

電

気

工

事
!

フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
診
療
所

藤

井

建

設

!

フ
ジ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
@

!

富

士

鉄

工

所

ベ
ス
ト
電
器
三
原
店

F
C
白
須
電
機

!

本

郷

建

材

工

業

!

ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
三
原
皆
実

!

ま

じ

ま

製

麺

松

浦

生

花

店

!

松
　
田
　
鐵
　
店

@

松
　
野
　
商
　
店

宝
石
・
時
計
　
マ
　
ツ
　
ヤ

ス
ナ
ッ
ク

マ

リ

ア

丸

仁

建

設

!

丸
和
石
油
!
三
原
営
業
所

@

み

ど

り

書

店

三
原
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ

三
原
共
同
生
コ
ン
!

三
原
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

!

三
原
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

食
協
チ
ェ
ー
ン
三
原
食
糧
企
業
組
合

@

三
原
ス
バ
ル
販
売

エ
ム
･
キ
ャ
ッ
ト
三
原
テ
レ
ビ

!

三

原

美

装

社

三

宅

石

材

店

三

好

印

刷
!

明

治

生

命

保

険

（相）

保

道

建

設

!

!

や

っ

さ

石

油

ヤ

マ

サ

建

設

!

（医）
明
清
会
山
田
脳
神
経
外
科

山

本

衣

料

!

@

山
　
本
　
住
　
設

!

よ
　
し
　
い
　
け

@

吉
岡
建
具
製
作
所

由

水

酒

販

!

よ

い

え

び

す

!
読
宣
備
後
三
原
営
業
所

ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ロ
ン
!
ラ
・
ベ
ル
フィ
ー
ユ

下
町
の
居
酒
屋
六
　
文
　
銭

渡

辺

土

地

建

物

@

@
渡
辺
商
会

写
真
の
エ
ル

本
誌“

や
っ
さ
も
っ
さ‘

は
、
^
三
原
青
年
会
議
所
の
自
主
財
源
と

こ
こ
に
掲
載
の
企
業
の
ご
協
力
を
得
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

Ａ寝

生
活
館

・

ジ

ャ

ス

コ

三

原

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
三
原
駅
前
店

パ
ー
ソ
ナ
ル
シ
ョ
ッ
プ
三
原
店

三
原
の
味
で
す
名
物
で
す

上
菓
献
銘

ヤ
ッ
サ
饅
頭
本
舗

大阪弁の気さくな話しをする中でNPOに
ついて氏は指摘します。その社会的な役割を
考えると21世紀にはNPOと企業との明確な
差はなくなるだろうと。逆に社会的に貢献で
きない、評価されない企業は生き残れないだ
ろう。ボランティアとNPOは根は一緒だが、
それが個人的なのか組織的なのかで違う効果
を及ぼしていること。現行の行政サービス、
例えば福祉、医療、教育などが法の下に平等
であるが故に、先の阪神･淡路大震災をいう
までもなく行政の限界を如実に表しているこ
と。今後深刻化する高齢化、財政赤字など国
を含めた社会の持続性が上手くいかなくなっ
ています。従来の価値観を大きく転換する必
要があること。それは、行政と民間の中間に
位置づけられるボランティア、NPOが要に
なっていくと予想されます。
しかし、３月の国会でNPO法=特定非営利

活動促進法が成立し、法人としてより社会的
に活動しやすくなる環境が整いました。が、
公益と私益にまたがるボランタリーな活動は
所轄官庁の“認定”と“法人税制”でどう対
応するのか問題は残されています。
青年会議所は、今の日本の閉塞した状況を

打破できるのは、地域主権型社会にあると訴
えています。自分たちのまちのことは、自分
たちで考え、自分たちで決めてゆく、すなわ
ち自己責任において私たちの暮すまちを経営
していく、そのためにもNPOのあり方に今
後も注目していきます。

What's NPO?
―これからの市民社会の担い手として私達は、今までの大量生産、大量消費、大量廃棄の経済システムを見直して、

資源の循環や再利用が行われるリサイクル型社会の構築を目指す必要がありま
す。その第一歩としてペットボトルの回収システムが、いよいよ本日より市民
の手で動き出します。しかし真に「環境に優しいみはら」にしてゆくために、
今後私達はどうすれば良いのでしょうか。今月のシリーズ･バードアイは、先
進地小野田市視察を通して21世紀のみはらを鳥瞰致します。

「それはもう大変でした」と、山口県小野田市環境衛生センター次長の尾山
信義さんは、ゴミの分別コンテナ回収をスタートさせた当時を感慨い深く振り
返りました。小野田市では、平成８年よりこのシステムを導入しているが、立
ち上げには相当な苦労があったようです。実はこの苦労がきっかけとなり、市
民と行政との間にパートナーシップが生まれたのでした。少し当時のことを紹
介してみましょう。
小野田市はゴミの分別コンテナ回収実施にあたり、行政担当者により163ある

自治会各々で説明会が何度となく開催されました。多い所で数十回にわたって
説明会が行われ、粘り強い説得活動が続けられたのです。この時の行政担当者
の“熱意”と“意気込み”が市民の“やる気”に火をつけ、その結果、ゴミの
分別コンテナ回収は市民と行政が一体となって行う事業となったのです。コン
テナ回収スタートから２年間、市の職員も無報酬で朝、ゴミステーションに立
ち、自治会の当番と一緒に回収の指導を行いました。
現在小野田市では、ゴミの中でも資源となるものは積極的に再資源化が行わ

れる、‘環境に優しいまち’が実践されています。そして何より素晴らしいのは、
一方通行のお願いではなく、市民と行政がお互い協力し合ってリサイクルを行
っていることではないでしょうか。

（社）三原青年会議所「環境に優しい
まちづくり委員会」（上田隆政委員長）
では、小野田市環境衛生センターに尾
山信義次長を訪ね、小野田市のリサ
イクルに対する取り組みについてお
話を伺いました。

普通こういった施設は、独特
な悪臭がして不燃ゴミがむき

出しになって見た目にも汚いと思っ
ていたのですが、このセンターは、
きちんと整理され悪臭もなくびっく

りするくらいきれいですね。
お誉め頂き有難うございます。
私達は、「ゴミは資源なんだ」

という思いで只ただ一生懸命やって
きた結果こうなったんです。市民の
皆様が、本当にきれいにして資源ゴ
ミを出して頂いているので助かって
います。

ゴミ処理を改革しようと取り
組み始めたきっかけは？
小野田市の場合、市役所のビ
ルの中にいる人達ではなく、

実際に現場で作業している私達の方
から動き始めました。環境問題の深
刻さを認識し、このままではいけな
い、なんとかしなければという思い
でやってきました。

ご苦労は？

それはもう大変でした。市民
の皆様に面倒と手間という負

担をおかけするわけですから、毎日、
毎晩各町内会を回り私達の考えを説

明し、熱意を伝えるといった感じで
した。本当に出来るのかどうか不安
でしたが、市民の皆様の協力のおか
げで今はうまくいっています。

実際のゴミの収集、処分の方
法を教えて下さい。
燃やせるゴミやリサイクル出
来ない不燃ゴミは、焼却処分

あるいは埋め立てに回します。空き
瓶（瓶の色ごとにコンテナ回収）、資
源ゴミ（古紙、空かん、リターナブ
ル瓶、紙パック、古着は専用袋で回
収）は、徹底的にリサイクルに回し
ます。粗大ゴミのうち使えるものは
リサイクルプラザにて販売しており
ます。

リサイクルプラザとは？

粗大ゴミとして出て来たもの
のうち５割ぐらいを、この施

設で修理、修繕し販売しております。
１カ月だいたい20～30万円くらいの
売上があり、多い月では50～60万円
あります。

焼却炉の稼働時間は？

ダイオキシンの問題もあり、
炉の温度が下がらないよう24

時間稼働させております。ダイオキ
シンの濃度は国の基準値をクリアー
しております。

ペットボトルの回収は？

現在は市内のショッピングセ
ンターで回収していますが、

平成11年度より発泡スチロールと共
に、ゴミステーションでの分別コン
テナ回収を始めます。

市民と行政のパートナーシップが
支えるリサイクル

6月例会

●みはらのゴミ…
「捨てる」から「活かす」社会へ
現在三原市では、可燃ゴミと不燃ゴ

ミの２種類収集だけという、市民に負
担の少ない行政サービスが行われてい
ます。不燃ゴミは民間委託により分別
され、約65％がリサイクルに回されて
いると聞きます。行政担当者によると、
ゴミの分別収集は市民の負担増を招く
だけでなく、回収業務の頻度が増える
ことによるコスト増というデメリット
を指摘し、現行のゴミ行政の有効性を
主張しています。果してそうなのでし
ょうか。

●分別収集こそコスト削減…
小野田市の場合、市の財政状況の急激な悪化のため、不燃ゴミの分別業務を民間に委

託したくても出来なかったという経緯があります。つまりお金が無いので省ける業務は
省こう、それにはゴミを出す前に分別すればいいと考えたのです。このことは分別収集
の方が、はるかにコスト削減になるということを意味しています。また行き過ぎた行政
サービスは、焼却炉のメンテナンスや埋立地の造成など将来的に大幅な出費につながる
危険性を含んでいるのです。
●分別収集こそリサイクル…
三原市のリサイクルに回される不燃ゴミは一括で分別されるため、物理的に洗浄など

と言ったケアがむずかしく、必然的に流通価格は低くなると思われます。一方小野田市
のそれは、市民の手によって細かくケアが施されているので、良質な資源として取り引き
されます。また、それは、ゴミステーションの管理をしている自治会に助成金というかた
ちで還元されているのです。分別収集こそ、リサイクルの有効な手段と言えるでしょう。
●分別収集こそ市民の“やる気”を起こす…
分別収集による負担増に対する市民の不満を心配する声もありますが、小野田市を見

ると、むしろ逆の現象が起きています。市民は分別収集を肯定的に受け止め、積極的に
リサイクル活動に参加しているのです。そして環境問題に対する市民の意識が劇的に高
まっていることから考えると、これからはなんでもかんでも行政で決めてしまうのでは
なく、市民参加型のまちづくりを行うべきであると言えるでしょう。
小野田市のように市民と行政が一体となってまちづくりをしてゆくには、三原市も環

境問題に限らず全ての情報を開示し、同じテーブルの上で市民と行政が対話をしてゆく
必要があります。市民と行政がお互いを理解し合うパートナーシップを築くことが、今
求められているのです。

●� 三原市�

小野田市�

●�

人口46845人�
世帯数16729（　　　  ）�

t分別コンテナ回収が行われるゴミステ
ーション、右端が尾山信義次長

▲ゴミステーションは
驚くほどきれいだ

小野田市の家庭ゴミ
の出し方　　　　s

空き瓶の分別コンテナ回収を告知する
小野田市広報

講師：早瀬　昇氏
（社福）大阪ボランティア協会理事

さる６月19日（金）、（社）三原青年会議所
の例会において「What'sNPO?―これか
らの市民社会の担い手として」と題し、
NPO活動の第一線で活躍されている早瀬
昇氏をお招きしご講演いただきました。

行政の“熱意”と市民の“協力”、二人三脚で取り組む小野田流リサイクル
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小野田市民の声
「リサイクルへの関心、意識が今まで
以上に芽ばえてきた。」
「自治会の中での、ごみ問題への取り
組みの輪が拡がってよかった。これを
きっかけに、コミュニケーションの輪
も拡がり、いい方向にいっている。」
「最初はめんどうだったけれど、環境
問題について市民と行政が一緒にやっ
ているのだと実感できる。」

注釈：NPO（Non Profit Organization, Not for
Profit Organization、民間非営利組織）


